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空満パイロンサイン
本製品は、「アルミパイロン 260LED ノックダウン」に LED空満パネル
を追加する製品です。本体の組み立てに関しては、(P.6) より記載のアル
ミパイロン用取説をご参照ください。

1 LED 空満パネルの取り付け方法

① LEDパネル台にLED空満パネルを取り付けて
ください。

② 面板にLEDパネル台を、取り付けてください。

H5 スペーサー

LEDパネル台

水切り

M4ナット

ナイロンワッシャー

LEDパネル台

面板
M4ナット

M4平ワッシャー
M4取付ビス

防水ワッシャー

空満パネルの表示面および、背面基板部分の
取り扱いにご注意ください。注意

M4取付ビスは、締結トルク0.8～1.5N·mとして
ください。
水切りが、上方向にくるようにLEDパネル台を
面板へ取り付けてください。

確認

水切りが、上方向にくるように空満パネルを取り
付けてください。確認

水切り
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※ベースプレート式の場合は(P.5)の 7.ベースプレート組立方法も合わせて、ご参照ください。



2

2 LED 空満パネル用電源器の取り付け方法

M3ナット

LED空満パネルへ

パネル用電源器

電源器台

Ｈ10 スペーサー

�4×20A十字穴付なべ
タッピングネジ

ボディアース

一次側電源線
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黒 (COM)

赤 ( 満 )

黒 (COM)

赤 ( 満 )

信号線 ( 赤・黒 2線 片側コネクタ )

信号線 ( 赤・黒 2線 片側コネクタ )

LED パネル

LEDパネル

電源線 ( 赤・青 4線 両端コネクタ )

DC24V OUT

　DC24V
30W電源器

FG

AC100V IN
一次側電源線

( 白・黒・緑 3線 片側コネクタ )

AC100V 入力

24Ｖ

IN-OUT IN-OUT
CN3 CN4

CN2
24Ｖ
CN1

24Ｖ

IN-OUT
IN-OUT

CN3
CN4

CN2
24Ｖ
CN1

電源渡り線
( 赤・青 4線 両端コネクタ )

3 結線方法

□ 取り付けの際の配線は、下図を参考にしてください。
（LEDパネルを2枚使用し、それぞれ別々に空満と表示させる場合）

注意

・電源渡り線が付属のもので届かない場合、AWG 18の絶縁電線をご用意いただき電源渡り線を    
　延長結線してください。
・延長結線をする際は、圧着スリーブなどの向きに注意してください。
　電線を伝うなどして、結線部に水が浸入すると破損の恐れがあります。
・一次側電源線の緑線はアース用です。ボディアースをとるようにしてください。

・電源線と電源渡り線は全く同じものです。（赤・青4線両端コネクタ）
・結線図をよく読み、付属の電源線、信号線をそれぞれ正しいコネクタに接続してください。
　間違えて結線すると正しく点灯しません。
・パネル背面の文字が読める向きが、LEDを表示した際の上向きとなります。
　表示、天地の確認にご利用ください。
・電源器1器につき、接続可能な空満パネルは2枚までです。

確認
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4 切替信号線について

5 減光機能をお使いになるには

本機は精算機などの信号により、表示切替え動作をします。
また信号は無電圧接点方式です。
24V電圧入力式の切替え方式では作動いたしませんので、ご注意ください。

スイッチ 信号線

信号線

精算機など

精算機など

看板

看板

看板

信号線

リレー リレーなど

AC100V
DC24Vなど

スイッチの断続状態

LED表示

OFF ON

空 満

警告
・精算機の空満信号線に繋ぐ際は、無電圧信号以外はリレーが必要です。
・詳しくは精算機メーカーにお問い合わせください。
・この信号線にはAC100Vなどの電圧を絶対に加えないでください。
・CPUおよび、LEDパネルの破損につながります。

本機は空満LEDパネル表示の減光機能をお使いになれます。
減光機能は夜間など、文字のギラつき・ハレーションなどを解消し、より省エネにも寄与する機能です。
減光機能をお使いになるには、サイン内部の減光切替線を結線延長していただく処置が必要となります。
減光機能をお使いにならない場合は、この項を飛ばして読んでいただいて構いません。

この減光切替線にAC100Vなどの電圧を
絶対に加えないでください。
LEDパネルの破損につながります。

精算機などから減光情報として
電圧が印加されると、リレーの
回路が遮断されます。（減光ON状態）　

スイッチの断続状態

LED表示

OFF ON

通常 減光

信号線用コネクタに、減光切替線が
2本ついております。
（タグがついています）

上記2本の減光切替線をVFF1.25sq以上の電線（ご用意ください）で延長結線してください。

結線例

延長線

減光COM

精算機など

リレー
（精算機の電圧出力に対応したもの）
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7 ベースプレート組立方法

6 注意事項など

空満パーキングサイン・グラフィック　パターン

品番末尾なし ： グリーン（空）とレッド（満）の2色で表示します。
品番末尾－RW ： ホワイト（空）とレッド（満）の2色で表示します。
品番末尾－WW ： ホワイト（空）とホワイト（満）の単色で表示します。

LED部分の異常につきましては、取扱店にお問い合わせください。

本製品のLED部分は精密部品を用いておりますので、
絶対に改造などを行わないでください。

注意
禁止

警告

面板の空満部周辺は光りません。意匠をお考えの際はご注意ください。注意

ベースプレート式の場合は『5 各部の組み立て』の 9 (P.14下部)を行わず、
下記をご参照ください。

支柱内部にベースを差し込み、側面からM8ボルトで
取り付けてください。
ベースの向きは、Ｍ8タップが外側、スペーサーが内側
にくるようにしてください。

ベース

スペーサー

M8タップ

アルミパイロン本体

M8ボルト、平ワッシャー、Sワッシャー

※建て込み式の場合は不要です。
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アルミフレーム 
 

 

ノックダウン 

パイロンサイン 
PYLON-156LED-KD 

PYLON-260LED-KD 

PYLON-290LED-KD 

取扱説明書 

 

このたびは、当社の製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

◼ この説明書は、専門の施工従事者を対象としています。 

◼ 正しく安全に取り付けていただき、また安心してご使用いただくために、

この説明書をご熟読の上、手順に従い施工を行ってください。 

◼ 注意事項を守らずに施工された場合の故障や事故については、責任を

負いかねますので、よくご理解の上施工管理をお願いします。 

◼ この説明書は、安全維持とメンテナンスのために必要です。 

大切に保管してください。 
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7. フレームバリエーション ························································ 13 
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1 守っていただきたい注意点 

◼ 警告表示とその意味 
 

 警告  重大な事故を起こす可能性があります。 

 注意  製品の破損や、ケガをする可能性があります。 

 禁止  気をつけていただきたい禁止内容です。 

 確認  気をつけていただきたい注意事項です。 

 

 
注意 

支柱側面のサイドパネルは、必ず取り付けてください。雨水の浸入があった場合、内部

を腐食させる原因となります。（漏電の原因になる可能性があります。） 

 
注意 

吊り上げる場合にはアイボルト 2か所で吊り上げてください。 （1か所で吊り上げた場合

にはフレームが変形する原因となります。） 

 
注意 

看板を立てる場合には基礎工事を行ってください。（強風時に看板の破損、倒壊の原因

になります。） 

 
注意 

広告面は可燃性のアクリル樹脂製です。火気により変形したり、燃えたりする恐れが 

あります。火気を近づけないでください。 

 
注意 

保管・運搬時には看板本体の上に重いものを置いたり、乗ったりしないでください。 

変形や破損の原因となります。 

 
注意 

換気機能が十分に果たせないため、高温・多湿になる場所や直射日光・風雨にさらされ

る場所での梱包状態の保管はしないでください。結露の発生や雨水の浸入によるサビ、

漏電の原因となります。 

 
禁止 改造しての使用は危険です。絶対にしないでください。 

 
強制 本製品の設置に関しては各自治体が定める条例にしたがって正しく設置してください。 

 
確認 

危険防止のため常に管理（破損、脱落、強風事後の確認など）、メンテナンスを 

お願いいたします。 

 
確認 漏電による事故を防ぐため、漏電ブレーカーの設置をしてください。 

 
確認 

設置する前に、設置場所の確認を行ってください。現場周辺の交通量の確認、 

宣伝効果と安全面を考慮の上、設置場所をお選びください。 

 
確認 

当製品は十分な強度をもって設計されておりますが、工作物確認申請に必要な構造計

算が成り立つ設計とはなっておりません。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

  
いずれも安全に関する重要な内容です、必ず守ってください。 
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2 完成イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 使用工具（フレーム組立用） 

• ソケットレンチ（13㎜） •圧着ペンチ • ＋ドライバー • スパナ（7㎜、17㎜） 
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4 各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

⑧ 

⑩ 

④ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

⑤ 

A 

① 

⑬ 

⑪⑫ 

詳細図 A 

 

⑭ 

⑨ 

（建て込み時に使用） 

㉘ 
㉙ 

 

⑬

㉖ 

㉕ ㉕ ㉖ 

㉗ 

② 
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符号 名称 
各サイズ数量 

符号 名称 
各サイズ数量 

156 260 290 156 260 290 

① 支柱(LED側) 1 ⑰ M8×30 アプセットボルト(P=3) 10 

② 支柱(電源器側) 1 ⑱ 横補強 上 1 

③ 額縁(上) 4 ⑲ 横補強 下 1 

④ 額縁(下) 4 ⑳ 横補強 中 1 2 

⑤ LEDセット(900L) 1 2 ㉑ 中桟用スペーサー 4 

⑥ LEDセット(800L) 1 ㉒ 上カバー 1 

⑦ 電源器 1 ㉓ 下カバー 1 

⑧ サイドパネル 4 ㉔ 中桟 2 

⑨ 上キャップ 2 ㉕ 外面板（アクリル） 2 

⑩ M4×15  ビス(十字穴付きなべ) 24 28 ㉖ 内面板（アクリル） 2（※） 

⑪ Ｍ12 アイボルト 2 ㉗ 下部面板（アルミ複合板） 2 

⑫ Ｍ12 Ｓワッシャー 2 ㉘ W3/8×300 寸切りボルト 2 

⑬ 
φ 4×20 Ａ十字穴付きなべ 

タッピングネジ 
18 28 ㉙ W3/8 六角ナット 4 

⑭ 
φ 4×20-5 BP 十字穴付きなべ 

タッピングネジ 
12 ㉚ φ 30グロメット 1 

⑮ M4×12 十字穴付 ビス(小頭皿) 8 ㉛ エンドケーブル 1 

⑯ M4×8 アプセットボルト(P=3) 8    

⑰ 

⑲ 

㉓ 

⑯ 

⑮ 

⑬ 

⑳ 

⑱ 

⑯ 

㉒ 

⑰ 
㉑ 

㉔ 

㉘ 

※㉖内面板は、㉕外面板が成形面板のときのみ、2枚使用します。 

㉕外面板が平板の場合は使用いたしません。 

㉚ 
㉛ 
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5 各部の組み立て 

1. 作業をする前に支柱から M4×15 ビス(十字穴付きなべ)を外し、額縁(上)と額縁(下)を取り外してください。 

 注意  額縁の裏にあるビス(皿)は外さないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2. 支柱上部に M12アイボルト、Sワッシャーを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

3. 支柱（LED側）に LEDセットを、φ4×20 A十字穴付きなべタッピングネジで、組み付けてください。 

 注意 

 LEDセットは、800Lと 900Lの 2サイズがあります。支柱の下穴にあわせて取り付けて
ください。 

 支柱は LED取り付け用、電源器取り付け用の 2種類があります。それぞれ取り付け用
の下穴位置が異なりますので、イラストを参照して判別してください。 

 LEDは製品に同梱されている物をご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

φ4×20 A十字穴付きなべ 

タッピングネジ 

LEDセット 

額縁裏にあるビス(皿)は 

外さないでください！ 額縁（上） 

額縁（上） 

額縁（下） 

額縁（下） 

M4×15 ビス 

(十字穴付きなべ) 

M4×15 ビス(十字穴付きなべ) 

支柱 

M12アイボルト 

Sワッシャー 

支柱 

コネクターを接続してください。 
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4. 支柱（電源器側）に電源器をφ4×20 A十字穴付きなべタッピングネジで組み付けてください。 

 注意 
 支柱は LED取り付け用、電源器取り付け用の 2種類があります。それぞれ取り付け用

の下穴位置が異なりますので、イラストを参照して判別してください。 
 電源器は製品に同梱されている物をご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. サイドパネルを差し込んでください。 

（支柱には LED取り付け用、電源器取り付け用がありますのでサイドパネルを各 2枚差し込んでください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サイドパネル 

支柱 支柱 

サイドパネル 

破線内には差し込まないでください。 

支柱（LED側）LEDへ 

電源器 

φ4×20 A十字穴付きなべ 

タッピングネジ 

二次側 電源線 

一次側 電源線を看板 

底面から出す場合 

一次側 電源線 

外部 100～200Vへ 

一次側 電源線を支柱内部に 

通し地中へ出す場合 
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6. 横補強 上をM8×30 アプセットボルト（4か所）で組み付け、横補強 下をM8×30 アプセットボルト（6か所）

で組み付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 横補強 中をφ4×20 A十字穴付きなべタッピングネジ（各 4か所）で組み付けてください。 

（組立数：156、260…1本/台 290…2本/台） 

組付位置は LEDセットと LEDセットの間です。組付用の下穴を確認して組み付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ4×20 A十字穴付きなべタッピングネジ 

横補強 中 

横補強 下 

横補強 上 

M8×30 

アプセットボルト 

看板上部 

看板下部 

M8×30 

アプセットボルト 
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8. 中桟をM4×12 十字穴付 ビス(小頭皿)で組み付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. それぞれの支柱の下部に、W3/8×300寸切ボルトをW3/8 六角ナットで固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

M4×12 十字穴付 ビス(小頭皿) 

中桟 

中桟 

中桟用スペーサー 

W3/8 六角ナット 

W3/8×300寸切ボルト 
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10. 電装を結線します 

 警告 

 結線工事は電気工事士の資格を持った技術者により、電気設備基準に準拠して行って
ください。フレームから電線を出す場合、ゴムブッシングを使用し、電線の保護を行ってく
ださい。電線にキズを付けたり、挟み込んだ状態で使用すると、漏電・火災の原因となり
ます。 

 確認 
 看板への給電は仕様書に基づき、専用の漏電ブレーカーを設置してください。 

看板側のトラブルが原因で、看板以外の電気製品に被害を与える場合があります。 
また、火災の原因にもなります。 

 確認 
 アースは必ず設置してください。 
 結線終了後は必ず点灯、漏電のチェックを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 看板建て込み前 

① LED同士を接続してください。また、看板上先端の LEDのコネクタに、付属のエンドケーブルを接続して

ください。 

② LED と電源器を結線します。エンドケーブルを接続していない方のコネクタを電源器に接続してください。 

③ 一次側電源と接続し、点灯チェックを行います。 

問題なく点灯するか、意匠面に影などが出ていないかを確認してください。 

 

◼ 看板建て込み後 

① 電源器と一次側電源を結線します。 

看板外の一次側電源線と、電源器から伸びた電源ケーブルを結線してください。 

結線した個所は屋外に出ないように配置、固定してください。 

看板 横補強 下の穴を通す場合は、付属のグロメットを使用し、穴縁から電線を保護してください。 

② 支柱内側面の適当な位置にアース接続用の M4 タッピングビス(ステンレス)を取り付け、アース線を 

使用しアースをとってください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 警告 

 電線同士の接続は電線の絶縁面積
にあったリングスリープなどを使用
し、必ず圧着ペンチで確実にかしめて
から、絶縁テープを巻いて絶縁処理
を行ってください。 

 

 

 

電源器 

グロメット 

延長コード 一次側電源線を支柱内を 

通し、地中へ出す場合 

一次側電源線を看板底面 

から出す場合 

接続 

接続 

接続 

エンドケーブル 
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11. 看板を地面に建て込んでください。（建て込みについては 13~15頁参照） 

建て込み後、各面板を額縁（上）、額縁（下）で押さえM4×15 ビス(十字穴付きなべ)で組み付けてください。 

それ以外の部材も下図の通りに組み付けてください。 

（下カバーの取り付けには、7mmのスパナをご使用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

額縁(上) 

※内面板 

※外面板 

額縁(下) 

 

M4×15 ビス(十字穴付きなべ) 

上カバー

カバー 

M4×8アプセットボルト 

下部面板 

寸切りボルトセット 

サイドパネル 

下カバー 

内面板 

外面板 
額縁 支柱 

外面板 

額縁 支柱 

※ 外面板に成形面板を使用する場合は、LED光拡散用の内面板をセットしてください。 

外面板に平板を使用する場合には内面板は不要です。 

（成形面板を使用する場合） 

（平板を使用する場合） 



11 

12. 額縁（上）、額縁（下）を組み付けるときには詳細図を参照し額縁が浮かない様に組み付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. M12アイボルト、Sワッシャーを取り外し、上キャップをφ4×20-5 BP 十字穴付きなべタッピングネジで組み

付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 上キャップと支柱のすき間（全周）、および上キャップと上カバーのすき間をシーリングして、雨水が侵入しな

い様にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

額縁（上）、額縁（下） 

浮かない様に組み付け 

M12アイボルト 

Sワッシャー 上キャップ 

φ4×20-5 BP 十字穴付きなべタッピングネジ 

良い組み方 

悪い組み方 
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6 メンテナンスについて 

◼ LEDの交換について 

1. 安全のために電源を切ってください。 

2. 額縁、内面板、外面板を外してください。 

3. LEDを交換します。 

4. 完了後、2.で外した額縁、内面板、外面板を取り付けてください。 

 

 警告  メンテナンスを行う際は、電源を切り、作業を行ってください。 

 注意 
 面板などをはずす作業を行う場合は、指などをはさみ、ケガをする場合がありますので、

十分に注意してください。 

 注意  作業中、電源などには触れないでください。 

 注意 
 LED、電源器は、必ず専用の物をご使用ください。交換用の LED、電源器をお求めの

際は、取扱店、または当社までご連絡ください。 

 

◼ 清掃について 

うすめた中性洗剤を含ませた、柔らかい布またはスポンジにより、表面の汚れを拭き取ってください。 

 禁止  フレーム内部には、直接水をかけないでください。漏電の原因となります。 

 注意  シンナーなどの溶剤は使用しないでください。 

 注意  内面板および外面板の内部を清掃する場合は、必ず電源を切って作業してください。 
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7 フレームバリエーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

品 名 アルミパイロン１５６LED ノックダウン 

品 番 PYLON-１５６LED-KD 

仕 様 平板面仕様 成形面仕様 

本体サイズ(mm） W690×H2400×D100 

広告面 アクリル t5.0乳半色平板 アクリル t2.0乳半色成形面 

フレーム アルミ押出し型材 

表面処理 シルバーアルマイト 

電 装 LED  800L×1  900L×1/電源器 300mA（消費電力 36W） 

推奨原稿サイズ W409×H1762 W386×H1736 

面板サイズ 平板 W436×H1793 t5.0 
156角 共通面板 W445×H1793 ｔ2.0 

拡散用平板 W436×H1793 ｔ3.0 

重 量 50ｋｇ 52ｋｇ 

特 記 上記の基礎図は参考となります。 

100 100
690

140

2
4
0
0

8
0
0

平板面仕様 成形面仕様 

面板部 

アクリル 

腰板部 

アルミ複合板 

ｔ3.0 
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品 名 アルミパイロン２６０LED ノックダウン 

品 番 PYLON-２６０LED-KD 

仕 様 平板面仕様 成形面仕様 

本体サイズ(mm） W850×H2700×D100 

広告面 アクリル t5.0乳半色平板 アクリル t2.0乳半色成形面 

フレーム アルミ押出し型材 

表面処理 シルバーアルマイト 

電 装 LED  800L×1  900L×1/電源器 300mA（消費電力 36W） 

推奨原稿サイズ W569×H1762 W544×H1736 

面板サイズ 平板 W596×H1793 t5.0 
260角 共通面板 W605×H1793 t2.0 

拡散用平板 W596×H1793 t3.0 

重 量 59ｋｇ 62ｋｇ 

特 記 上記の基礎図は参考となります。 

100 100

850

140
2
7
0
0

8
0
0

平板面仕様 成形面仕様 

面板部 

アクリル 

腰板部 

アルミ複合板 

ｔ3.0 
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品 名 アルミパイロン２９０LED ノックダウン 

品 番 PYLON-２９０LED-KD 

仕 様 平板面仕様 成形面仕様 

本体サイズ(mm） W850×H3000×D100 

広告面 アクリル t5.0乳半色平板 アクリル t2.0乳半色成形面 

フレーム アルミ押出し型材 

表面処理 シルバーアルマイト 

電 装 LED  800L×1  900L×2/電源器 300mA（消費電力 55W） 

推奨原稿サイズ W569×H2670 W526×H2636 

面板サイズ 平板 W596×H2701 t5.0 
290角 共通面板 W605×H2701 t2.0 

拡散用平板 W596×H2701 t3.0 

重 量 66ｋｇ 69ｋｇ 

特 記 上記の基礎図は参考となります。 

100 100
850

140

3
0
0
0

8
0
0

平板面仕様 成形面仕様 

面板部 

アクリル 

腰板部 

アルミ複合板 

ｔ3.0 



16 

= ＭＥＭＯ = 
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= ＭＥＭＯ = 

  



 

(事業所案内) 

 

●製品は改良のため、予告なしに仕様変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

    

 ●製造元  

 

   
東 京 支 店 東京都港区芝 3-8-2（住友不動産芝公園ファーストビル 9階） 

〒105-0014 TEL 03-6275-1448㈹ FAX 03-5427-2755㈹ 

   
大 阪 支 店 大阪市中央区本町 2-6-8（センバ・セントラルビル 6階） 

〒541-0053 TEL 06-6453-3002㈹ FAX 06-6453-3022㈹ 

   
福岡営業所 福岡市博多区博多駅中央街 7-21（紙与博多中央ビル9階） 

〒812-0012 TEL 092-472-7277㈹ FAX 092-472-7278㈹ 

   
京 都 工 場 京都府綴喜郡宇治田原町大字岩山小字釜井谷 1-44 

〒610-0261 TEL 0774-99-7702㈹ FAX 0774-99-7712㈹ 

   
つくば工場 茨城県かすみがうら市加茂 5289-1 

〒300-0135 TEL 029-828-1615㈹ FAX 029-828-1289㈹ 

 

 
ホームページアドレス 

https://www.sanwa-signworks.co.jp/ 

 
メールアドレス 

info@sanwa-signworks.co.jp 

 
 

 




